
　

風
薫
る
五
月
。
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
を
迎
え
た
。

目
指
す
は
標
高
五
九
九
・
七
メ
ー
ト
ル
の
土
岳
山
頂
。
周
り
は
小
鳥
の
さ
え
ず
り
と

新
緑
の
木
々
。
湿
っ
た
登
山
道
を
踏
み
し
め
な
が
ら
、
自
然
を
感
じ
、
身
体
を
動

か
す
喜
び
。
日
常
と
は
違
っ
た
環
境
の
中
で
自
分
に
も
向
き
合
え
る
山
。

　

清
々
し
い
空
気
を
吸
い
な
が
ら
登
る
土
岳
は
最
高
だ
。

　

高
萩
市
の
豊
か
な
自
然
の
シ
ン
ボ
ル
に

な
っ
て
い
る
土
岳
。
標
高
五
九
九
・
七
メ
ー

ト
ル
の
こ
の
山
は
、
手
軽
な
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

山
頂
へ
の
ル
ー
ト
は
３
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
が
坂
ノ
上
登
山
口
か
ら
の
ル
ー

ト
。
こ
の
コ
ー
ス
は
中
戸
川
と
大
能
を
結

ぶ
林
道
の
途
中
に
あ
り
、
け
や
き
平
キ
ャ

ン
プ
場
の
駐
車
場
ま
で
車
で
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
の
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
み

な
が
ら
の
登
山
も
い
い
で
し
ょ
う
。
キ
ャ

ン
プ
場
か
ら
山
頂
ま
で
わ
ず
か
20
分
足
ら

ず
。
登
山
道
も
広
く
、
ス
ニ
ー
カ
ー
で
気

軽
に
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
に
比
較
的
平
坦
な
中
戸
川
登
山
口
か

ら
の
コ
ー
ス
。
常
緑
樹
か
ら
落
葉
樹
へ
の

変
化
に
富
ん
だ
山
の
自
然
を
ゆ
っ
く
り
と

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
土
岳
登
山
で
も
っ
と
も
人
気

の
あ
る
小
滝
沢
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
の
コ
ー

ス
。
急
峻
な
岩
場
の
坂
道
が
続
き
、
本
格

▲頂上の三角点

頂上の展望台

▲

水戸の県庁や芸術館などが望
めます

けやき平キャンプ場
【所 在  地】 茨城県高萩市中戸川 1483-10
【営業期間】 デイキャンプ　4 月～ 11 月　ナイトキャンプ　4 月～ 9 月
【宿　　泊】（イン）14：00 （アウト）翌 10：00
【日 帰  り】（イン）10：00 （アウト）14：00 
【料　   金】 キャンプ 1 区画：1,000 円（10 名程度）
　　　　    ※宿泊の場合は 2,000 円 

【休　   日】 予約状況に応じて 
【駐 車 場】 30 台 
【施設概要】 テントサイト 14 区画（1 区画 10 名程度）、水洗トイレ、　
　　　　    炊事棟、東屋、避難棟 

【予 約 先】 花貫ふるさと自然公園センター（月曜日休館、祝日の場合はその翌日） ☎ 24-2331
【問合せ先】 まちづくり観光課  ☎ 23-7316 ▲けやき平キャンプ場

つちたけ

魅
力
満
載
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的
な
登
山
気
分
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ど
の
ル
ー
ト
も
頂
上
ま
で
登
っ
た
と
き

の
達
成
感
は
格
別
で
す
。
土
岳
の
頂
上
は

天
狗
が
村
人
と
相
撲
を
取
っ
た
と
い
う
伝

説
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
物
語
る

よ
う
に
広
々
と
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
は

目
の
前
に
竪た

つ
わ
れ破

山
、
遠
く
霞
む
稜
線
の
中

に
は
筑
波
山
の
特
徴
あ
る
山
容
な
ど
雄
大

な
パ
ノ
ラ
マ
の
景
観
を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
冬
季
の
天
気
の
良
い
日
に
は
、

富
士
山
の
姿
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
緑
が
美
し
い
こ
の
季
節
。
気
軽
に
山

の
楽
し
み
を
味
わ
え
る
こ
の
土
岳
に
登
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

Ａコース　小滝沢キャンプ場から約 1 時間
　急傾斜が続く中、露岩の登り坂もあり、足
に自信のある健脚者向けのコース。
Ｂコース　中戸川地区から約 50 分
　比較的平たんな登山道でファミリー向け。
山の自然を楽しむ自然派のみなさんにお勧め
のコース。
Ｃコース　坂ノ上地区から約 20 分
　けやき平キャンプ場を経て山頂へ。初心者
やファミリーに最適。ハイキング気分でどうぞ。

　土岳には
　自然がいっぱい…
植物 小滝沢登山口から土岳山頂をめざして

野鳥　夏鳥を楽しむ

滑川 敏行さん（北茨城市）

　土岳は植物相が豊かで、特に低山帯のブナ林は全国的に有
名です。小滝沢キャンプ場から登るのが一般的であり、この
山の特徴的な植物にも多く出会えます。このルートには、落
葉広葉樹が多く、ブナ、コナラ、リョウブ、ヤシャブシ、ナ
ツツバキ（シャラノキ）、ヤマツツジ、アブラツツジ、トウ
ゴクミツバツツジ、ゴヨウツツジ（シロヤシオ）、マンサク、
コアジサイなどが普通に見
られます。また草本類では、
イワウチワ（北斜面）、フタ
バアオイ、クサアジサイ、
スミレ類、オヤリハグマ（茨
城県絶滅危惧種）、トウゴク
サバノオなどが観察できま
す。

鈴木 積穂さん（下君田）

　野鳥は、私たちの日常生活の空間に入り込んでいるため、
気づかずに過ごしていることが意外に多く、街や集落、その
周りの農耕地や原野、公園の樹木の中や雑木林などを注意す
れば多くの野鳥を見ることができます。新緑の花貫渓谷や土
岳山の林では、日本より南の地域から繁殖のため渡来し「千
代、千代ジュイ―、千代、千代ジュイ―」と囀るセンダイム
シクイを始め黒色と黄色のコントラストが美しいキビタキや

「ツキ、ヒ、ホシホイホイホイ」と囀るサンコウチョウ、「筒
の口を手のひらでポン、ポ
ンポンとたたくような」ツ
ツドリの囀りが聞こえてき
ます。新緑の森に出かけ夏
鳥 を 楽 し ん で は い か が で
しょうか。

▲抱卵中の「サンコウチョウ」

問い合わせ
○まちづくり観光課　☎２３―７３１６

山頂から南方を望むと大パノラマが広がる

日本自然保護協会認定自然観察指導員、
高萩野生植物ふれあいクラブ講師

（公財）日本野鳥の会会員

▲ゴヨウツツジ
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